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2026年6月

一般社団法人 建築開口部協会
（JBOA）

窓を守る防災対策について
～大型台風から窓を守る防災対策～
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建築開口部協会概要

一般社団法人カーテンウォール・
防火開口部協会（カ・防協）

一般社団法人建築改装協会
（改装協）

2020年12月1日
合併

一般社団法人
建築開口部協会

2020年12月1日
合併

一般社団法人建築開口部協会は、一般社団法人カーテンウォール・

防火開口部協会と一般社団法人建築改装協会が2020年12月に合

併してスタートしております。

防災や安全の向上など建築物の開口部などに関わる新たな課題

に取り組み、安全で快適な建築物の整備に貢献することを目的

として活動しております。
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項 目

１．大型化する台風による被害

２．飛来物から窓を守る

３．窓の飛来物対策基準

４．窓の防災対策商品

５．防犯対策としての有効性
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１．大型化する台風による被害
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台風の上陸回数

１．大型化する台風による被害
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１．台風の被害

１．大型化する台風による被害
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２．被害のメカニズム

１．大型化する台風による被害

風速20m/s以上で、緊結がされていない看板や屋根瓦などが飛
ぶ！？
凶器にもなる飛んで来る物から、家を守る対策が不可欠です。

さらに詳しく解説！
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２．飛来物から窓を守る

シャッター、防災防犯ガラスを設置して台風時の不安を解決

住まいの中で、台風の影響を受けやすい場所の一つが「窓」

■ 飛来物が当たってガラスがわれて飛散すると室内が危険な状態に。

瓦や屋根材はもちろん、傘や植木鉢のような軽量のものでも、
強風で飛ばされると、窓ガラスを突き破ってしまうことがあります。
ガラスが割れて室内に破片が飛び散ると、ケガの原因や避難の
妨げになり大変です。シャッターの設置や、防災防犯ガラスに
交換するなどの対策が有効です。
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２．飛来物から窓を守る
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２．飛来物から窓を守る

防災安全合わせガラスは2025年7月より
防災防犯ガラスに名称変更
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２．飛来物から窓を守る

https://www.lixil.co.jp/reform/bosai/

再生：0:53～
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知っておこう。台風の減災Q&A

２．飛来物から窓を守る

養生テープ実験動画

段ボール実験動画
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●住宅の防災対策に求められる飛来物衝突性能

JIS R 3109「建築用ガラスの暴風時における飛来物衝突試験方法」では、飛
来物が衝突することを想定した試験方法を定めています。

シャッターJISの等級でも、ガラスのJIS R 3109と同等となるようJIS A 
4717が制定され試験方法を定めています。

防災対策商品のBL認定では、JIS R 3109で規定される試験方法に基づいて、
瓦、または瓦の破片が飛来し衝突するレベルを満たすものを認定します。

３．窓の飛来物対策基準

住宅における防災対策では、「屋根瓦の破片相当以上の飛来物の衝突に
対して安全性を有すること」が求められています。※

※みらいエコ住宅２０２６事業の「防災性向上改修」の窓の基準でも、「屋
根瓦の破片相当以上の飛来物の衝突に対して安全性を有することが確認され
た合わせガラスまたは合わせ複層ガラスであること」が求められています。
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2012～2013年に竜巻による建物被害が相次いだことから、板硝子協会が

ISO16932のJIS化を日本規格協会に申請。2016年から原案作成に入り、

2018年7月に JIS R 3109 建築用ガラスの暴風時における飛来物衝突試験方法

として制定されました。

（JIS解説中の制定の主旨から抜粋）

ガラスに関する既存の耐衝撃性能の評価方法としては、JIS R 3108（建築用ガラスの落球による防犯性能試験方法）及びJIS 
R 3205（合わせガラス）において、落球試験及びショットバッグ試験による評価方法を規定しているが、これらの試験方法は、
主に風圧、地震、人体及び物による加撃などによってガラスが破損した場合の、ガラスの破片による危害の防止、及び硬い物
体による打撃に対する抵抗力によって、保護領域への物及び人の侵入を短時間遅らせる防犯性能に関するものであり、台風時
の強風による飛来物のように、高速で衝突する物体を想定したものではない。
このため、今回、建築用ガラスの暴風時における飛来物衝突試験方法として、この規格を制定した。

この規格を制定し、暴風時の飛来物衝突に効果のあるガラスの普及を促すことによって、災害時における防災・復旧の拠点
となるべき行政、消防及び警察の庁舎、病院、避難所などの施設の機能維持が図られ、国民の安全への寄与が期待できる。
さらにこの規格の制定は、平成26年6月3日に閣議決定された“国土強靭化基本計画”の一環である“防災・減災”、ひいては“人

命保護・国民の財産保護”にもつながると考えられる。加えて、個々の住宅における窓ガラスの防災仕様選択を容易にし、国民
への安全な住まいの提供が期待できる。

●日本における飛来物衝突試験方法のJIS規格化

３．窓の飛来物対策基準
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加撃体として用いるツーバイフォー木材

JIS R 3109では、試験装置から 表1に規定する速度で衝突するように発射して貫通又は孔が生じるかを確認します。
試験条件は「建物の防護レベル」と「建設地の強風域区分」を考慮して、推奨する加撃体の種類及び衝突速度から選択する。

衝突速度 m/s加撃体の質量（材質）加撃体の種類

39.72 g±0.1g（鋼球）Ａ

15.31 kg±0.1kg（木材）Ｂ

12.22.05 kg±0.1kg（木材）Ｃ

15.33.0 kg±0.1kg（木材）ＪＤ

15.34.1 ｋｇ±0.1ｋｇ（木材）Ｄ

24.44.1 ｋｇ±0.1ｋｇ（木材）Ｅ

加撃体の種類及び衝突速度（表１）

※加撃体ＪＤは、屋根瓦を想定した加撃体であり、ISOには規定されていません。
JIS制定時に追加した日本独自の加撃体です。

防護レベル

強風域
区分

レベル４レベル３レベル２レベル１

開口部設置高さ
m

開口部設置高さ
m

開口部設置高さ
ｍ

開口部設置高さ
ｍ

≦10＞10≦10＞10≦10＞10≦10＞10

ＤＣＪＤＢＢＡＮＮ強風域1

ＤＣＪＤＢＢＡＮＮ強風域2

ＥＣＤＢＪＤＡＮＮ強風域3

ＥＣＤＢＪＤＡＮＮ強風域４

防護レベル及び強風域区分によって推奨される加撃体（表２）

●JIS R 3109の概要 （建築用ガラスの暴風時における飛来物衝突試験方法）

■強風域区分
強風域区分は 10 分間平均風速で示す基本風速によって，次のとおり 4 段階に区分する。
－強風域 1   基本風速が 30 m/s 以上 38 m/s 未満（30 m/s≦V＜38 m/s）
－強風域 2   基本風速が 38 m/s 以上 41 m/s 未満（38 m/s≦V＜41 m/s）
－強風域 3   基本風速が 41 m/s 以上 45 m/s 未満（41 m/s≦V＜45 m/s）
－強風域 4   基本風速が 45 m/s 以上 48 m/s 以下（45 m/s≦V≦48 m/s）

JIS R 3109：2018
「建築用ガラスの暴風時における飛来物衝突試験方法」本文、解説より抜粋

３．窓の飛来物対策基準

■防護レベル

注記：Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ、及びＥは，（表１）で定義される加撃体の中で該当する種類を示す。Ｎは，試験が不要
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(一社)ベターリビングは、「安全合わせガラス」のBL認定基準を新規制定し、飛来
物衝突の安全性としてJIS R 3109の加撃体Ｃ以上の飛来物に耐えるガラスを「防災
安全合わせガラス」として認定しています。2025年7月に名称を「防災・防犯安全
合わせガラス」に変更しています。

※ベターリビング 「優良住宅部品認定基準 安全合わせガラス」より抜粋

＜参考＞JIS R 3109の推奨加撃体

ベターリビングは、「屋根瓦の破片相当」（＝加撃体Ｃ）以上の
飛来物に耐えるものを「防災安全合わせガラス」として認定
しています。

ベターリビングは、「屋根瓦の破片相当」（＝加撃体Ｃ）以上の
飛来物に耐えるものを「防災安全合わせガラス」として認定
しています。

●防災対策商品のBL認定 （防災・防犯安全合わせガラス）

JIS R 3109：2018
「建築用ガラスの暴風時における飛来物衝突試験方法」より抜粋

３．窓の飛来物対策基準

・防災・防犯安全合わせガラス（2025年8月27日制定、2025年７月改訂）
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●防災安全合わせガラスの名称を変更

３．窓の飛来物対策基準

一般財団法人ベターリビングは、2025年7月に認定基準「安全合わせガラス」
を改正し、防犯性能を有するガラスを認定対象に加えました。それに伴い

「防災安全合わせガラス」の名称を「防災・防犯安全合わせガラス」に変更し
ています。
また、板硝子協会では、2025年10月に合わせガラスのグレード制を導入し、
「防災安全合わせガラス」の名称を「防災防犯ガラス」※に変更しています。

※本資料内は「防災防犯ガラス」に名称を揃えて表記します。
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●瓦の破片相当の加撃体Cでの衝突試験（ガラス）

BL認定を取得した「防災防犯ガラス」は、台風の強風による飛来物を想定し、模
擬的な加撃体を衝突させ、貫通または孔（開口）が生じないことを確認していま
す。

(一財)ベターリビングでは、「防災防犯ガラス」を防災、減災
に寄与する特徴を有する「社会貢献優良住宅部品(BL-ｂｓ部品
「防災・防犯安全合わせガラス」）として認定しています。
BL認定品の「防災防犯ガラス」には、BL-bsマークが貼付又は
刻印されており、安心してご利用いただける製品の目印になっ
ています。

加撃体発射装置（エアキャノン）
(一財)ベターリビングつくば試験研究センター

加撃体衝突時の映像 （ガラス：防災安全合わせガラス）

３．窓の飛来物対策基準
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・窓用シャッター（2022年6月1日制定）

飛来物衝突に対する安全性が高い「窓用シャッター」の BL 認定基準を新規
制定し、窓の被害を最小限に抑えて防災・減災に寄与することを目的としていま
す。飛来物衝突の安全性としてJIS R 3109の加撃体C以上の飛来物に耐えることの
要求に加え、台風時の負圧によるシャッターカーテンの脱落等を想定した耐風圧
性や、手動式シャッターの開閉性などについて、要件を示しています。

●防災対策商品のBL認定 （窓用シャッター）

３．窓の飛来物対策基準
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●瓦の破片相当の加撃体Cでの飛来物衝突試験結果（動画）
BL認定を取得した「防災防犯ガラス」・「窓用シャッター」は、
ガラスが割れて室内に対して貫通または孔（開口）が生じないことを確認しております。

３．窓の飛来物対策基準

■網入りガラス6.8mm

■強化ガラス5mm■フロートガラス5mm

不合格（貫通） 合格（貫通せず）［ BL認定品］

■防災安全合わせガラス
（フロートガラス3mm ＋ 60ミルフィルム＋フロートガラス3mm）

■窓用シャッター
■飛散防止フィルム
貼りガラス ※1

※１:フィルム厚50μｍ（全面貼り）
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新たなJIS規格「住宅用窓シャッター」は、2002年に一般社団
法人日本サッシ協会及び一般社団法人日本シヤッター・ドア
協会が合同で制定した “住宅用窓シャッター技術基準”を基に、
飛来物衝突性が追加されたものとして2024年6月に制定されま
した。
飛来物衝突性については、BL認定基準「窓用シャッター」の
試験方法を用いております。

●「住宅用窓シャッター」のJIS規格制定

３．窓の飛来物対策基準
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※ シャッタータイプは、新築用シャッターと同じ設定

■ リフォームシャッター

既存の窓に外壁の上から簡単に取付できるリフォームシャッター。
あっという間に窓の防災対策ができます

４．窓の防災対策商品
商品の認定の取得や、防災性能などについての詳細は、
メーカー各社にお問い合わせください。
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施工性

４．窓の防災対策商品
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リフォームシャッターの特徴

４．窓の防災対策商品
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４．窓の防災対策商品

窓シャッターの機能
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■シャッターバリエーション

標準タイプ（手動・電動） 採風タイプ（電動）

ベーシックな鋼板シャッター 風や光を採りこめるアルミシャッター

４．窓の防災対策商品
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４．窓の防災対策商品

■標準タイプ（手動）
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［リモコン］

電動操作

［スマートフォン］

４．窓の防災対策商品

■標準タイプ（電動）
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４．窓の防災対策商品
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風や光を採りこめるアルミシャッター

４．窓の防災対策商品

■採風タイプ（電動）
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４．窓の防災対策商品
■採風タイプ（電動）
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リフォーム雨戸

４．窓の防災対策商品
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古くなり修繕が

必要となった雨戸を

戸板だけ交換できる

リフォーム商品もあります

４．窓の防災対策商品
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■雨戸バリエーション

４．窓の防災対策商品
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４．窓の防災対策商品
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「防災防犯ガラス」の防災機能
『防災防犯ガラス』なら、万が一割れても破片が飛び散りにくい飛散防止性や、
耐貫通性に優れているので、災害時の被害を最小限に抑えることができます。

●ガラス破損による強風の吹込みを防ぎます

台風・突風によって大きな風圧を受けたり、飛来物が衝突しても、『防災安全合わ
せガラス』なら、破損しにくく、われても破片が飛び散りません。

台風・突風で窓ガラスが割れると、破片によるケガの
ほか強風が室内に吹き込んで大きな被害を被る可能性
がありますが、防災安全合わせガラスなら安心です。

●ガラスが破損しても破片が
飛び散らず、二次被害を防止
します

●衝突時のガラス破損に
よるケガを防ぎます

●防犯にも有効です ●紫外線をカットします

台風による被害
軽減

台風による被害
軽減

衝突事故の
被害軽減
衝突事故の
被害軽減

地震の
被害軽減
地震の
被害軽減

侵入盗の
被害抑止
侵入盗の
被害抑止

紫外線
カット
紫外線
カット

４．窓の防災対策商品
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カーボンニュートラル・
脱炭素化＋防災機能強化

防災機能強化区分

製品

防災防犯ガラス
（中間膜60mil以上）

防災防犯ガラス

＋
Low-E複層ガラス

（中間膜60mil以上）

〇〇人体衝突安全性

〇〇防災性（飛来物衝突）

〇〇防犯性

〇✕省エネ・CO2削減

「防災防犯ガラス」の推奨ラインナップ
『防災防犯ガラス』は、「Low-E複層ガラス」と組み合わせることが可能です。組み合わせた『防災防
犯Low-E複層ガラス（防災防犯エコガラス』は、防災性能に加え、Low-E複層ガラスの性能である。
①日射熱の室内への流入を防ぐ ⇒ 主に夏の冷房対策
②室内外の温度差による熱損失を軽減 ⇒ 主に冬の暖房対策
上記2種類の熱性能を高めることができます。

４．窓の防災対策商品

（中間膜60mil）

防防災防犯ガラス
（中間膜60mil以上）

防災防犯せガラス
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項 目

１．大型化する台風による被害

２．飛来物から窓を守る

３．窓の飛来物対策基準

４．窓の防災対策商品

５．防犯対策としての有効性
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警察庁データより、侵入窃盗の侵入口としては窓が最も多い状況
飛来物対策（シャッター・雨戸・防犯ガラス）は、防犯対策としても有効

５．防犯対策としての有効性

■一戸建住宅侵入窃盗侵入手段

警察庁（令和5年）「防犯統計書」より抜粋

■一戸建住宅侵入窃盗侵入口

https://www.npa.go.jp/safetylife/seianki26/theme_a/a_d_1.html https://www.npa.go.jp/toukei/soubunkan/R05/R05hanzaitoukei.htm

■ガラス破り対策

出展：警察庁
住まいる防犯110番

出展：警察庁住まいる防犯110番

窓からの侵入が最も多

い

⇒防犯対策は有効

シャッター設置した窓か

らの侵入窃盗は少ない
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警視庁主催 建物防犯研修会の動画

５．防犯対策としての有効性

https://www.npa.go.jp/safetylife/seianki26/theme_a/a_d_1.html https://www.npa.go.jp/toukei/soubunkan/R05/R05hanzaitoukei.htm

出展： (一社)板硝子協会

フロート板ガラス 5mm 防犯ガラス（3+30mil+3）

フロート板ガラスは短時間で破壊され、防犯性能は望めませんが、
防犯ガラスは打撃により穴が開きにくく高い防犯性能を確認

動画
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各メーカーの商品紹介動画
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協賛


